
秋田県内において、毎年12月～3月にかけて屋根の雪下ろし作業に伴う墜落災害が発

生しております。発生年によって負傷者数に変動はありますが、過去10年間の平均で

は毎年5人程度の労働者が、屋根からの墜落により負傷し、中には重症化したり、死亡

している事例もあります。積雪量の多い地域において負傷するケースが目立ちますが、

発生場所は県内全域に及んでおります。

災害事例を見ますと、自社建物の雪下ろし災害におい

ては、本来の業務と違うためか雪下ろし作業を軽視して、

安全対策が不十分なまま作業を行い被災しているケース

も目立ちます。

本来の業務と異なる作業においても、作業前に安全な

作業方法を管理者側と作業者側双方で確認し、墜落防止

対策に必要な用具等を準備してから、適切な雪下ろし作

業を行わせましょう。
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発生場所別発生者数

八峰町 1人

五城目町 1人

由利本荘市 1人

羽後町 3人

大館市 1人

鹿角市 4人

北秋田市 3人

仙北市 3人

湯沢市 7人

横手市 14人

大仙市 8人
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美郷町 2人

発生月別発生者数

過去10年間に発生した「雪下ろし作業」における屋根からの墜落災害発生場所別負傷者数になります。負傷者数

は積雪量に比例して多くなっておりますが、図でもわかるとおり、県内全域で発生しております。なお、地域別で

は横手市での発生が14人で最も多く、次いで大仙市で8人となります。

過去10年間に発生した「雪下ろし作業」における屋根からの墜落災害発生月別負傷者数になります。墜落災害は

12月から始まり、1月がピークとなり3月まで発生しております。1月は全体の45％となり、約半数が1月中に発生

しております。
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発生事例１

発生事例２

発生事例３

発生状況略図

ネッツトヨタ3.1.4

発生状況略図

発生状況略図

【発生状況】 自社店舗の屋根の雪下ろし作業を行うため、

高さ7mの平屋建ての店舗屋根上で雪下ろし作業を行っていた

ところ、雪庇を踏み込み屋根上の雪とともに屋根端部から墜

落した。地面には落雪した雪が１ｍほど積もっていたところ

に墜落したもの。

・休業見込み日数：15日

・傷病名：腰椎横突起骨折

・職種：営業員

【再発防止対策】 作業前に建物に適した墜落防止対策を社

内で検討し、安全帯やヘルメットなどの保護具を準備して、

屋根上では墜落防止対策を確実に行いながら作業すること。

【発生状況】 自社工場の屋根の雪下ろし作業を行ってい

た。軒高4mの屋根に積雪が１ｍほどあり、軒先より雪庇も１

ｍほどセリ出ていたため、軒から離れた位置で雪庇を落とそ

うとしたところ雪庇と共に地面に墜落した。隣家に落雪しな

いよう急いで対応したため、墜落防止対策は特に行わないま

ま作業した。

・休業見込み日数：6日

・傷病名：肋骨骨折、外傷性気胸

・職種：総務担当

【再発防止対策】 作業開始時に安全帯やヘルメットの着用

を確実に行い、墜落防止対策を徹底すること。通常業務と異

なる作業を行う場合は事前に安全教育を実施すること。

【発生状況】 店舗屋根の雪下ろし作業を依頼され作業中、

休憩のため下に降りようと屋根上を歩行した時、スノー

シュートに足を乗せてしまい高さ３ｍ軒先から地面に墜落し

た。作業中は安全帯を使用していたが、休憩するため外して

移動していた。

・休業見込み日数：2カ月

・傷病名：足くるぶし骨折

・職種：土木作業員

【再発防止対策】 移動時であっても屋根上では無胴綱状態

をなくし安全帯を着用しながら移動を行うこと。
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◎ 資料に関するお問い合わせ先
秋田労働局 労働基準部 健康安全課 ℡018-862-6683
秋田労働基準監督署 安全衛生課 ℡018-801-0822
能代労働基準監督署 監督・安衛課 ℡0185-52-6151
大館労働基準監督署 安全衛生課 ℡0186-42-4033
横手労働基準監督署 監督・安衛課 ℡0182-32-3111
大曲労働基準監督署 監督・安衛課 ℡0187-63-5151
本荘労働基準監督署 監督・安衛課 ℡0184-22-4124

1.作業開始前に「雪下ろし作業」に係る作業計画を作成しましょう。

2.作業計画で定めた、墜落防止対策を行うためのヘルメットや安全帯を準備しましょう。

3.屋根に昇降用の移動はしごを設置する場合は、下方を他の労働者に押さえてもらい、

移動はしごが動揺しないようにしましょう。

4.屋根上では墜落制止用器具（安全帯）を親綱等に取り付けて作業を行いましょう。

※詳細については、雪下ろし作業における労働災害防止パンフをご確認下さい。

パンフ

秋田労働局ホームページから各種資料がダウンロード出来ます。

「秋田労働局 雪下ろし」で検索して下さい。 秋田労働局 雪下ろし

雪下ろし作業計画作成例

（2022.1）

雪下ろし作業労働災害防止パンフ
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